
帯広市告示第１９９号 

 

 財政事情説明書の作成及び公表に関する条例（昭和２３年条例第

２０号）第２条第１項の規定により、本市の財政事情を別紙のとお

り公表する。 

 

令和６年６月２０日 

 

帯広市長 米 沢 則 寿 



帯広市財政事情説明書  

 

 帯広市の財政事情について、地方自治法第２４３条の３第１項並びに財

政事情説明書の作成及び公表に関する条例の規定に基づき、令和５年１０

月１日から令和６年３月３１日までの期間における次の事項及び令和６

年度の予算の内容について掲載しています。  

記  

１ 収入及び支出の概況  

２ 市民の負担の状況  

３ 公営事業の経理の概況  

４ 財産、市債及び一時借入金の現在高  



帯広市一般・特別会計の状況

１．令和５年度予算の収入・支出状況

（１）一般会計

（ア）歳入歳出予算

一般会計の令和５年度３月末歳入歳出予算は、 ９８９億５３９３万７千円で、

前年同期の ９５４億１０６３万７千円に比べて

３５億４３３０万円（３．７％）の増　となっています。

令和５年度 令和４年度 増△減 増△減率

千円 千円 千円 ％

86,172,000 84,207,000 1,965,000 2.3

12,781,937 11,203,637 1,578,300 14.1

98,953,937 95,410,637 3,543,300 3.7

令和元年度 平成30度

※ 特殊要素とは、過去に借り入れた市債の借換経費など。

区　　　　分

当 初 予 算 額

補 正 予 算 額

３ 月 末 予 算 額
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（イ）収　　入

一般会計予算総額 ９８９億５３９３万７千円に対する

３月末までの収入額は、 ８５１億４８１２万７千円で、

収入率は、 ８６．０％であり、

前年同期の ８８．９％に対して　２．９ポイント下回っています。

上 半 期 下 半 期 合　　計
千円 千円 千円 千円 ％

23,403,910 11,825,071 10,190,806 22,015,877 94.1

866,717 369,312 672,428 1,041,740 120.2

7,284 3,368 4,507 7,875 108.1

130,439 13,739 59,273 73,012 56.0

56,438 0 84,212 84,212 149.2

380,755 200,776 187,105 387,881 101.9

4,767,293 2,560,675 2,018,347 4,579,022 96.1

1,928 0 6,018 6,018 312.1

43,824 22,019 50,461 72,480 165.4

223,750 0 220,055 220,055 98.3

166,003 158,804 14,053 172,857 104.1

15,055,991 10,660,484 4,689,134 15,349,618 102.0

24,669 11,594 10,608 22,202 90.0

428,394 176,339 198,286 374,625 87.4

2,104,472 723,314 726,882 1,450,196 68.9

21,575,076 6,566,622 12,639,513 19,206,135 89.0

6,496,931 1,417,838 3,857,077 5,274,915 81.2

286,476 189,873 239,650 429,523 149.9

1,542,117 377,225 945,488 1,322,713 85.8

870,942 0 320,445 320,445 36.8

2,013,779 2,013,779 0 2,013,779 100.0

12,197,006 1,185,866 8,886,181 10,072,047 82.6

6,309,743 0 650,900 650,900 10.3

98,953,937 38,476,698 46,671,429 85,148,127 86.0

諸 収 入

市 債

合 計

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株 式 等 譲 渡 所 得割
交 付 金

法 人 事 業 税 交 付金

地 方 消 費 税 交 付金

環 境 性 能 割 交 付金

自 動 車 取 得 税
交 付 金

科　　　　　目 予 算 額
収　　　　入　　　　額

収入率

市 税

地 方 譲 与 税
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（ウ）支　　出

一般会計予算総額 ９８９億５３９３万７千円に対する

３月末までの支出額は、 ８１０億４８万９千円で、

支出率は、 ８１．９％であり、

前年同期の ８４．６％に対して　　２．７ポイント下回っています。

上 半 期 下 半 期 合　　計
千円 千円 千円 千円 ％

341,347 168,299 157,439 325,738 95.4

3,871,965 1,165,170 1,430,784 2,595,954 67.0

37,091,715 14,106,907 17,367,675 31,474,582 84.9

3,712,332 1,233,081 1,634,730 2,867,811 77.3

84,572 46,445 27,667 74,112 87.6

4,742,842 2,639,848 1,336,572 3,976,420 83.8

7,583,687 5,370,064 388,904 5,758,968 75.9

6,399,147 1,859,673 3,354,741 5,214,414 81.5

2,098,107 1,006,992 1,072,535 2,079,527 99.1

10,011,887 2,475,722 3,698,208 6,173,930 61.7

8,060,290 2,712,483 4,044,839 6,757,322 83.8

3,510,423 1,734,155 1,285,134 3,019,289 86.0

11,405,623 5,094,000 5,588,422 10,682,422 93.7

40,000 0 0 0 0.0

98,953,937 39,612,839 41,387,650 81,000,489 81.9

予 備 費

合 計

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

職 員 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

科　　　　　目 予 算 額
支　　　　出　　　　額

支出率

議 会 費

総 務 費
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（２）特別会計

（ア）歳入歳出予算

特別会計の令和５年度３月末歳入歳出予算は、 ９５０億３２３６万９千円で、

前年同期の ９６１億２８０３万１千円に比べて

１０億９５６６万２千円（１．１％）の減 となっています。

令和５年度 令和４年度 増△減 増△減率

千円 千円 千円 ％

令和元年度 平成30度

△1.1３ 月 末 予 算 額 95,032,369 96,128,031 △ 1,095,662

79,490,055 6,006,192 7.6

補 正 予 算 額 9,536,122 16,637,976 △ 7,101,854 △42.7

区　　　　分

当 初 予 算 額 85,496,247
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（イ）収　　入

特別会計予算総額 ９５０億３２３６万９千円に対する

３月末までの収入額は、 ８２６億４９３６万９千円で、

収入率は、 ８７．０％であり、

前年同期の ８５．１％に対して　  １．９ポイント上回っています。

上 半 期 下 半 期 合　　計
千円 千円 千円 千円 ％

16,426,664 5,981,220 8,317,032 14,298,252 87.0

2,807,482 849,823 1,688,236 2,538,059 90.4

17,126,654 7,308,228 6,950,451 14,258,679 83.3

45,260 4,145 1,260 5,405 11.9

58,601,080 20,554,570 30,975,113 51,529,683 87.9

25,229 5,291 14,000 19,291 76.5

95,032,369 34,703,277 47,946,092 82,649,369 87.0

収入率

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

中 島 霊 園 事 業

ば ん え い 競 馬

駐 車 場 事 業

合 計

会　　計　　名 予 算 額
収　　　　入　　　　額
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（ウ）支　　出

特別会計予算総額 ９５０億３２３６万９千円に対する

３月末までの支出額は、 ８３１億７９２１万円で、

支出率は、 ８７．５％であり、

前年同期の ８５．８％に対して　　１．７ポイント上回っています。

上 半 期 下 半 期 合　　計
千円 千円 千円 千円 ％

16,426,664 6,354,026 8,789,842 15,143,868 92.2

2,807,482 826,843 1,770,710 2,597,553 92.5

17,126,654 7,089,483 8,037,331 15,126,814 88.3

45,260 7,065 20,615 27,680 61.2

58,601,080 21,012,137 29,268,377 50,280,514 85.8

25,229 1,659 1,122 2,781 11.0

95,032,369 35,291,213 47,887,997 83,179,210 87.5

支出率

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

中 島 霊 園 事 業

ば ん え い 競 馬

駐 車 場 事 業

合 計

会　　計　　名 予 算 額
支　　　　出　　　　額
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２．市税の負担状況

市税の最終予算額は、 ２３４億３９１万円で、

全歳入の ２３．７％を構成し、

前年度と比べて、 ０．４％下回っています。

予算額に対する３月末収入額は、 ２２０億１５８７万７千円で、

収入率は、 ９４．１％となり、

前年度同期 ９５．８％に対して　　１．７ポイント下回っています。

調定に対する３月末収入額の比率（徴収率）は、

９２．６％となり、

前年度同期 ９３．０％に対して　　０．４ポイント下回っています。

（１）市税（現年度課税分）の税目別収入額構成比（３月末）

令和５年度 令和４年度

４３.５％ ４３.９％

３９.５％ ３８.８％

７.１％ ７.６％

７.５％ ７.４％

２.４％ ２.３％

注）　「その他」は、軽自動車税、入湯税です。

（２）市税（現年度課税分）の市民１人当たり及び１世帯当たり負担額（３月末）

令和５年度 令和４年度 増△減 増△減率

（円） 135,247 133,959 1,288 1.0

（円） 242,871 243,189 △318 △0.1

参考）３月末住民登録人口及び世帯数

令和５年度 令和４年度 増△減 増△減率

 人　　口 （人） 161,387 163,219 △1,832 △1.1

 世 帯 数 （世帯） 89,871 89,908 △37 0.0

区　　　　　分

１ 人 当 た り

１世帯当たり

科　　　目

市 民 税

固 定 資 産 税

市 た ば こ 税

都 市 計 画 税

そ の 他
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３．市債・債務負担行為・一時借入金の現在高

（１）市　　債

３月末における、一般会計と特別会計を合わせた市債の現在高は、

６６６億３９６０万７千円となっています。

現在高のうち、

受益者等が負担する ５８億８３８５万５千円を除くと、

市税等で償還するのは、 ６０７億５５７５万２千円で、

市民１人当たり負担額は、 ３７万６千円です。

（２）債務負担行為残高

３月末における、一般会計と特別会計を合わせた債務負担行為残高は、

２７１億６８１２万８千円となっています。

この内訳は、

　　指定管理者制度に係るものが ５９億２４５６万７千円

　　その他の業務委託に係るものが ２９億８９２０万５千円

　　その他は １８２億５４３５万６千円で、これを費目別にみると

教育費関係 ８６億２４４４万９千円

空港関係 ６６億２２８０万３千円

民生費関係 ８億９４１６万５千円

土木費関係 ７億２３５１万６千円

その他 １３億８９４２万３千円となっており、

市税等で解消するのは、 １７８億６８４５万３千円で、

市民１人当たり負担額は、 １１万１千円です。

（３）一時借入金

３月末における、一時借入金の現在高は前年度に続き、ありません。
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４．市有財産

３月末における、財産の現在高は、

土地 ５３４億３７１２万８千円

建物 １０７７億４６７３万２千円

工作物 ２３億８３８８万１千円

出資金及び有価証券 １２８億２２５万５千円

合計 １７６３億６９９９万６千円となっています。

これは、前年同期と比べて、

土地 ６３７９万５千円の減

建物 １１億２５４３万８千円の増

工作物 ３億６３９６万４千円の増

出資金及び有価証券 ６０万９千円の減

合計 １４億２４９９万８千円の増となっています。

市民１人当たりの現在高は、 １０９万２８３９円で、

前年同期と比べると、 ２万９９７円（２．０％）の増

市民１世帯当たりの現在高は、 １９６万２４８０円で、

前年同期と比べると、 １万６６５８円（０．９％）の増となっています。
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５．令和６年度予算の内容

令和６年度 令和５年度 増△減 増△減率
(当初予算) (当初予算)

千円 千円 千円 ％

合 計 181,657,878 171,668,247 9,989,631 5.8

86,172,000 6,844,000 7.9

3,145,631 3.7

区　　　　分

一 般 会 計 93,016,000

特 別 会 計 88,641,878 85,496,247

令和６年度予算につきましては、物価高騰の長期化などによる厳しい社会経済情勢
や、新型コロナウイルス感染症からの回復に向けた情勢の変化の中で、まちづくりの
様々な分野において、新しい価値の創出による十勝・帯広の活力ある未来づくりに取り
組むことが重要であるとの考えの下、公約の取り組みの着実な推進や様々な行政課題
の解決を見据え、必要な予算を計上しました。

具体的には、物価高騰等の影響を受けた子育て世帯への給付金支給や保育ＩＣＴの
導入、子ども医療費助成制度の拡充、消防団詰所と農業センターの複合化施設の整備、
アドベンチャートラベルツアーの造成、全小学校・義務教育学校へのエアコン設置、指
定避難所への非常用発電機の整備、緑ケ丘公園エリアビジョンの策定、書かない窓口
などの窓口サービススマート化の推進などの予算を計上しました。

加えて、公共施設等の老朽化により、突発的な修繕等の臨時的経費が増加してきて
おり、公共施設マネジメントを着実に進めていくため、公共施設等整備保全基金を創設
しました。

その結果、当初予算の規模につきましては、一般会計で ９３０億１６００万円となり、前
年度当初予算対比では、７．９パーセントの増となっています。

一般会計の予算規模が過去最大となっていますが、基金の新設・統廃合に伴う現金
の移動や臨時交付金を活用した物価高騰対策としての子育て支援給付金等の特殊要
因による影響が大きく、これらの特殊要因の合計である６０億１４６１万６千円を除いた
総額は前年度当初予算対比で１．０％の増になります。

また、特別会計につきましては、介護保険給付費や、ばんえい競馬開催費などの増に
伴い、６会計で８８６億４１８７万８千円となり、前年度予算対比では、３．７パーセントの
増となっています。
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